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移動動詞「行く」の直前に現れる「に」と「へ」の使い分けについて 
―1940 年代、1950 年代の文学作品から― 
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 卒業論文中では、奥田 (1962)、鈴木 (1972)、鈴木 (1977)、森田 (1982)、中畠 (2005)、日
高 (2006) の 6 つの先行研究を挙げた。しかし本稿では紙面の都合上、卒業論文に関係の深
い奥田 (1962) と鈴木 (1977) の一部分を挙げる。 
 
1.1. 奥田 (1962)  
 奥田 (1962) はニ格をとる句と動詞との関係をまとめたものである。奥田 (1962) はニ格
の名詞と動詞との組み合わせは (1) 対象的なむすびつき、(2) 規定的なむすびつき、(3) 状
況的なむすびつきを表していると述べ、ニ格名詞と動詞との関係からさらに下位カテゴリ
ーに分けることができるとしている。 





② 語彙的な意味に空間性をもたない具体名詞 (あるいは抽象名詞) と移動動詞との組
み合わせについて、フレジオロジカルな言い回しになっているものがある。 
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1.2. 鈴木 (1977)  






 さらに鈴木 (1977) では、「現代雑誌九十種 (3)」という資料を用いて、ニ格およびヘ格
と動詞の結合度数を順位別に次のようにまとめている。なお、表の ( ) 内は結合度数であ
り、下線は筆者による。 
 
表 1: ニ格・ヘ格と動詞との結合度数 
順位 に へ 
1 はいる (39)  行く (44)  
2 行く (38)  くる (22)  
3 入れる (36)  帰る (21)  
4 付ける (26)  はいる (17)  
5 着く (19)  出る (7)  
6 くる (18)  着く (6)  
7 帰る (17)  上がる (5)  
8 掛ける (16)  歩く (5)  
9 向かう (16)  出す (5)  
10 出る (15)  出かける (5)  
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⑧調査対象とする語を現代語 (戦後 (1945 年～)) に限定する。その中でも、著作権問題か
ら、1940 年代と 1950 年代の文学作品を対象に調査をする。なお、作品の発表年が 1944-45




著者数：27 人 (一部、同一著者で別ペンネームのものを含む)  
1940 年代：107 作品 
1950 年代：25 作品 
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3.3. 調査結果の分類 










はい    いいえ はい       いいえ 
  フレジオロジカルな 
言い回しかどうか 
 
  a        b  
 
 c   
はい        いいえ 
d      e 
図 1: 調査結果の分類基準 
 
 したがって a～d の典型的な例は次のようなものとなる。(筆者作例)  
a：お母さんの方に行く。 
b：学校に行く。 




 a と b について、空間化 (上記の「～の方」にあたる) を受けているものでも、空間化さ
れている語句が a の例の「お母さん」ように空間性をもたないものと b の例の「学校」の
ようにもともと空間性をもっていたものとで分類をする。a の「お母さん」のように空間性
をもたない語句を空間化する場合には a に分類し、b の「学校」のように空間性をもってい
たものに空間化する語句がつく場合は、筆者はそれを空間化しているとはみなさずに b に
分類する。 
 なお e は上記 a～d のどれにも分類されないものが入ることになる。 
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詞なら a に分類する。 





・c  (空間性をもたず、目的規定的なむすびつきがあるもの)  






  基本的に c に分類できなかった名詞を d に分類する。ただしそのときに、筆者が日常
的に使わない組み合わせだと判断した場合には辞書をひいてみて、その言い回しが記
載されているかを確認する。辞書に記載があった場合は d に分類し、記載がなかった








査の結果抽出された、それぞれ a～e の例をいくつか挙げておく。 
 
分類 a 
    京吉が陽子の傍へ行こうとした途端、                  (織田作之助「土曜夫人」)  
    私は奥で揚物をしているご亭为のところへ行き、            (太宰治「ヴィヨンの妻」)  
    二十年後の世界の本当の僕がのこのこ現れて妻君のそばへ行く。 
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分類 b 
    同じ方角に行く者について、自由に行つたらよからう、     (折口信夫「文學に於ける虚構」)  
    北へ行く汽車をつかまえて、                        (太宰治「たずねびと」)  
「どちらに行っておいででした？」                  (松濤明「一つのエチケット」)  
    この船はいったいどこへ行くのか。                   (太宰治「パンドラの匣」)  
    そこに行きたいと言い張ってきかない。                     (田中英光「野狐」)  
    うるさい！あっちへ行け！                          (太宰治「春の枯葉」)  
    私に背を向けてお部屋のほうへ行き、                   (太宰治「おさん」)  
    本郷町の方へ行きたいと思った。                     (原民喜「廃墟から」)  
分類 c 
    近所へ長靴を借りに行ったところで、               (海野十三「海野十三敗戦日記」)  
    病気というものはどの程度のものなのか、見舞いに行ってみたが、       (太宰治「惜別」)  
    鬼に踊りを見せに行くのだか、鬼退治に行くのだか、             (太宰治「お伽草紙」)  
    軍勢をひきつれて、すぐに討ちとりに行ってくれ           (鈴木三重吉「古事記物語」)  
    かならずあなたのところさ、知らせに行きます。                  (太宰治「嘘」)  
分類 d 
    その二、三年前に大学を出てすぐ海軍へ行き、                  (太宰治「薄明」)  
    卒業と同時に兵隊に行くかも知れん。                  (太宰治「未帰還の友に」)  
    「お友達のお通夜に行っていました」                  (織田作之助「土曜夫人」)  
分類 e 
    百年昔へ行くことも出来るし、                       (海野十三「海底都市」)  
    二十年先の未来へ行くことも出来るんだ。                 (海野十三「海底都市」)  





表の中の ( ) 内の単位はパーセントで、便宜上小数点第二位を四捨五入した。なお特に
着目してほしい数値は斜体・太字にした。 
 
表 2: 調査結果 (まとめ)  
 年代 a b c d e 計 
ニ
格 
1940    9 (0.9)   115 (11.0)  211 (20.2)  24 (2.3)  29 (2.8)  388 (37.1)  
1950    5 (0.5)  182 (17.4)  111 (10.6)  12 (1.1)  8 (0.8)  318 (30.4)  
ヘ
格 
1940   23 (2.2)  268 (25.6)  0 (0.0)  1 (0.1)  2 (0.2)  294 (28.1)  
1950    3 (0.3)    53 (5.1)  0 (0.0)  0 (0.0)  0 (0.0)  56 (5.4)  
  40 (3.9)  618 (59.1)  322 (30.8)  37 (3.5)  39 (3.7)  1056 (100.0)  
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5. 考察 
 表 1 を参考に総合して見てみると、まずニ格の使用範囲の方が、ヘ格の使用範囲よりも
広いことがみてとれた。このことにより、ヘ格の用法はかなりせまいということがわかっ
た。 
 分類 a (空間性をもち、空間化の手続きを受けているもの)、分類 b (空間性をもち、空間
化の手続きを受けていないもの) においてニ格が年代別にみても平均的に使用されている
のに対し、ヘ格は 1940 年代と 1950 年代に大きな使用差がみられた。これにより、おそら
く 1950 年代からニ格が使用されることがより多くなったのではないかと推測できる。 














・c と d の結果より、慣用句的な表現や目的規定的な表現はほとんどニ格で表されることが
わかる。フレジオロジカルな表現は、「里子 (になり) にいく」や「兵隊 (になり) にいく」
などニ格の名詞になるためにいくという表現のものが多かった。 
・e に分類されてしまう語がなるべく尐なくなるように分類基準を細かくたてたが、結果と
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 反省点としては、コーパス資料の著作権の問題により、1960 年代および 1970 年代のデー
タが圧倒的に尐なく、調査ができなかったこと、分類基準にあてはまらずに結果として e (そ
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